
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高森町ワークショップ 下市田区の意見まとめ２                                   2015．2．13 

『下市田工業団地』 

現行の規模を保全すべき 

拡張して活用すべき 

 

『全 体』 

○高森町の中心。この中心地から良くして他地区へ波及をめざす 

○宅地の拡大と農地のバランス、段丘の自然地の保全・活用 

○住宅地の環境整備（交通安全対策、遊具のある公園など） 

○生活道路、幹線道路の機能分類 

○隣接する座光寺地区（飯田市）と連携した土地利用（工業団地、遺跡ほか） 

○自然地や遺跡、文化財の保護と活用（観光、商業連携） 

○ＪＲ飯田線の存続、インパクトのある活用 

『天竜川』 

カヌー、天竜舟下りなど

活用 

『水田地帯』 

農振指定は外さない 

『アクセス道路』 

工業団地と国道 

を結ぶ道路 

『農免道路』 

・交通量が増加、交通安全対策 

・R153のバイパスとして整備 

『市田駅周辺』 

・高齢化率が高い 

・空き家、駐車場化が目立つ 

・再開発が必要 

・人が集まる仕組み、仕掛けづくり 

・駅のバリアフリー 

『交通安全対策』 

信号機の設置 

座光寺地区との 

まちづくり連携 

町役場へのアクセス路 

※役場がわかりにくい 

・文化財、柿の原木等を保護、

将来需要に応じて宅地化 

・用途指定や協定等の導入 

・土砂災害の減災に農地を残す 

・松岡城趾周辺、富本銭出

土の古墳群、下市田学校 

文化財保護と観光活用 

・昆虫など生態系保護 

・遊歩道、憩い場等活用 

・防災上の治山 

・日本一の桜の保全 

・次の世代への対策 

※桜の寿命 

『下市田駅周辺』 

・集合住宅、賃貸住宅が少ない 

・R153 沿線 広告看板の規制がない 

・町民グラウンド活用 

（夜間照明設置） 

・歴史資料館の活用 

 

中段地域部 角田原周辺 

果樹園の保全、農業基盤 

堤４カ所 -町の農業の歴史 

周囲の安全対策（子どもの釣場） 

住宅団地-近年拡大中 

どこまで拡張するか 

安全、快適な住宅環境づくり 

座光寺スマート ICとのアク

セス、誘導と安全対策 


